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令和元年５月２６日  

                                          （一社）地図協会 

２０１９年度 事 業 報 告 

                                  

２０１９年度の地図協会は、定款に定める目的に従い、平成 31年 4月 1日から令和 2年３月

３1日までの事業執行状況について報告します。 

 

Ⅰ 地図の利用・普及および地図情報の発展に資する事業（実施事業） 

１．「測量の日」関連事業 

国土交通省では、測量についての意義及び重要性に対する国民の理解と関心を高めること

を目的として、平成元年から６月３日を「測量の日」と定め、測量・地図に関する情報、知識を国

民に普及、啓発する広範な運動を展開している。 

２０１９年度は、国土地理院関東地方測量部および当協会を含む関係団体で構成する、「測量

の日」東京地区実行委員会が主催して、第 27 回「くらしと測量・地図展－地図と測量で振り返る

平成－（災害と技術革新の時代） 」を令和元年６月５日（水）～６月７日（金）の３日間、新宿駅西

口広場イベントコーナーにおいて開催した。 

当協会は、地図等の普及促進に役立つよう、当協会会員の協力を得て、基本図のＰＲと地図

教育・防災関連主題図等に関するパネル・会員名簿展示や巡検の旅チラシ及び世界地図と日本

地図を各５００枚づつ配布した。来場者は、１０，２００人であった。 

 

２．「地図展」の開催 

地図展は、広く国民に地図を通して国土や地域について理解と親しみを深めていただくととも

に、より一層地図に親しみ、地図を利用していただくことを目的に、毎年一回全国の主要都市で

開催している。 

２０１９年度は、例年通り一般財団法人日本地図センターを中心に当協会を含む関係７団体の

「地図展推進協議会」主催で、「地図展 2019近代京都 150年を俯瞰する」を 9月 13日（金）～9

月23日（月）まで琵琶湖疏水記念館（京都市左京区南禅寺草川町１７）で開催した。 

当協会としては、主催団体の一員として協力した。来場者は、４，０００人であった。 

 

３．近代測量１５０年記念事業への協力 

近代測量150年の節目に当たる年に、この間の測量・地図作製の発展を振り返るとともに、未

来を描く起点となるような、いわば測量・地図作製の「温故知新」となる近代測量150年記念事業

を実施した。  

（１）「測量って何？」小・中学生向き教材を作成・配布 

「近代測量 150 年という節目の年に、子どもたちに測量や地図のしごとが、暮らしを支える

などの様々なことに役立っていることを伝える」ことを目的に、「測量・地図に関するこれまで

の取組を踏まえ、どのようなものをつくってきたか、それがどのように役立っているのか」をわ
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かりやすく伝える教材「地図と測量の世界へようこそ」を作成した。 

この教材の作成にあたり、教材製作・活用委員会のメンバーとして当協会の峰村理事、田

中理事が参画して協力した。 

 

（２）「測量・地図150年史（仮称）」を編纂 

当協会は、小島理事長、安藤業務執行理事及び前野理事が協会の沿革をまとめ、測量・地

図１５０年史「補編」へ掲載した。 

 

（３）その他の記念事業 

  国土地理院が中心となって関係団体が協力して以下の行事を実施した。 

○新旧の地図、測量機器等を展示 

  令和元年 9月 22日（日）から 12月 8日（日）まで新宿区立新宿歴史博物館において、新

旧の地図や測量機器等を紹介した特別展「近代測量150年測量×地図 測り・描き・守り・伝

える」の展示を行った。 

 

○ 測量・地図の魅力を伝える写真展を開催 

「測る人・描く人・守る人の魅力を伝える」をテーマに測量や地図作製において「測量の

現場で働く人たちの姿」や「測量器材を活用している場面」、「地図を活用している場面」等

の写真を募集し、コンテストを行った。入賞作品は、新宿区立新宿歴史博物館において展

示した。 

審査結果は 9月 17日（火）に公表（報道発表）するとともに、近代測量 150年記念事業

推進会議のホームページに掲載した。 

 

○ 新旧の測量スポット探訪ウォーキングツアーを開催 

「近代測量 150年記念事業推進会議」（以下「推進会議」という。）では、記念事業の一環

として、新旧の測量スポットを辿りながらその役割等を参加者に知ってもらうことを目的に、

神戸と東京において「新旧の測量スポット探訪ウォーキングツアー」（以下「ウォーキング

ツアー」という。）を開催した。 

 このウォーキングツアーでは、参加者に測量に関する様々な史跡・施設や自然災害伝

承碑の測量スポットなどに足を運んで見ていただき、各測量スポットにおいて説明を行っ

た。 

  

○ 測量技術の歴史を体験できるイベントを開催 

  (一社)全国測量設計業協会連合会会員の各都府県の測量設計業協会などの協力を得て、

令和元年 5 月から 11 月に「測量技術の歴史を体験できるイベント」を開催した。 開催に

あたっては、各団体で行っている「測量の日」を中心としたイベントや体験学習などに「近

代測量150年」を冠して、150年の歴史を伝えるとともに、若い世代をメイントーゲットに測

量技術が社会を支える姿を知っていただくことを主眼として行った。 
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（４）その他 

当協会の峰村理事が当事業実行委員の監査として選任され、令和２年３月３０日に近 

代測量 150 年記念事業推進会議の会計及び事業にかかる監査を実施し、適正な執行である

旨報告した。 

 

４．児童生徒地図作品展の後援・表彰及び地図教育支援活動の推進 

国土地理院並びに会員の要請を受けて、地域文化事業の継承と地図理解の向上のため、地

方自治体等で開催する児童生徒地図作品展について後援及び表彰を行うとともに、地図教育支

援活動を積極的に推進した。 

２０１９年度の児童生徒地図作品展の後援及び表彰は、以下のとおりである。 

（１）「第５８回地図ならびに地理作品展」の後援   

    主  催  広島県地理作品展運営委員会 

    開催期間  令和元年９月７日（土）～９月２１（土） 

    開催場所  広島市こども文化科学館 ３階 

    国土交通省国土地理院・広島県等とともに後援し、一般社団法人地図協会賞として、広島

県内の小学校の部、中学校の部、高等学校の部の優秀作品に、それぞれ副賞として複製

伊能図を参加生徒に児童向け世界地図と児童向け日本地図をお渡ししました。 

 

（２）｢第３３回札幌市児童生徒社会研究作品展」の後援 

    主  催  札幌市教育地図研究会 

    開催期間  令和元年１０月１３日（土）～１４日（日） 

    開催場所  かるで２．７ 札幌市北区北2条西7丁目 

    国土交通省国土地理院・札幌市等とともに後援し、一般社団法人地図協会賞として、札幌

市内小学校高学年の部の優秀作品に、副賞として複製伊能図を参加生徒に児童向け世界

地図をお渡ししました。 

 

（３）「第２１回鳥取県児童生徒地域地図発表作品展」の後援 

    主  催  鳥取県地域社会研究会等４団体 

    開催期間  令和元年１１月９日（水）～１１月２４日（日） 

    開催場所  鳥取市歴史博物館、（やまびこ館） 

    国土交通省国土地理院・鳥取県教育委員会等とともに後援し、一般社団法人地図協会賞

として、鳥取県内小学校の部優秀作品に、副賞として複製伊能図と参加生徒に児童向け世

界地図をお渡しした。 

 

（４）「第１３回大分市児童地域地図作品展」の後援 

    主  催  大分市小学校教育研究会社会科部会 

    開催期間  令和元年１0月１２日（土）～１０月１４日（月） 

    開催場所  コンパルホール市民ギャラリー 

    国土交通省国土地理院等とともに後援し、一般社団法人地図協会賞として、大分市内 
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小学校の優秀作品に、副賞として複製伊能図と参加生徒に児童向け世界地図をお渡しした。 

 

（５）「あこう絵マップコンクール」の後援 

    主  催   あこう絵マップコンクール実行委員会 

    開催時期  令和元年７月２５日（木）～８月２５日（日） 

    開催場所  赤穂駅ギャラリー、赤穂市民病院 

    国土交通省国土地理院とともに後援し、一般社団法人地図協会賞として、赤穂市内小学

校の優秀作品に、副賞として複製伊能図を参加生徒に児童向け世界地図をお渡しした。 

 

（６）「第２７回徳島県児童・生徒の地図作品展」の後援 

    主  催   徳島地理学会 

    開催時期  令和元年１１月３０日（土）～１２月１日（日） 

    開催場所  徳島郷土文化会館（あわぎんホール） 

国土交通省国土地理院とともに後援し、一般社団法人地図協会賞として、徳島県赤穂市

内小学校の優秀作品に、副賞として複製伊能図と参加生徒に児童向け世界地図をお渡しし

た。  

 

５．一般の方々へホームページから「月刊 地図の友」の発信 

国土地理院発行の基本図（１万、２．５万、５万分１地形図、２０万分１地勢図、小縮尺図等）及

び数値地図（電子地形図２５０００等、数値地図（国土基本情報）、標高データなど）の月毎の新

刊情報などを「新刊刊行」としてまとめ、情報提供した。 

 

６．会員の皆様へ専用ホームページ「協会たより」を開設 

昨年度開設した会員用の専用ページを通じて、３か月先までの新刊刊行予定や販売に役に

立つ情報、協会活動状況を情報提供した。 

 

７．ホームページの改良 

更新情報を自前で更新できるよう検討した。 

 

８．感謝状の贈呈 

昨年度に引き続き、長年に亘って地図の普及・啓蒙にご努力頂いた方々に対して、国土地理

院長から次のとおり個人及び販売店 2社に感謝状が授与された。 

 株式会社ぶよお堂  測量事業功労者  岡﨑 充男氏  

 株式会社        亀田書店、 

企業組合        ライオン堂 

 

９．政府刊行地図等の販売支援 

国土地理院刊行の地図等の販売を行う、㈱ぶよお堂、内外地図㈱の元売２社のほか、全国

の地図販売店の会員に対して、販売を支援するため、刊行地図に関する定価等の問題・要望等



 

5 

 

を取りまとめ、国の関係機関へ働きかけを行った。 

（１）国土地理院長へ要望書を提出 

   令和元年８月２１日に、①正味回復の件、②５万分１地形図の内容更新、③天皇陛下御

即位記念地図発行の事前ＰＲと販促の承認について、要望書を提出した。特に、平成３０年

１０月の定価改定において、物流正味を５％に上げたことに対して強く要請した。 

 

（２） 国土地理院との意見交換会の開催 

   令和元年１１月１４日（木）午前１０時から１１時３０分まで、 関東地方測量部会議室に 

おいて 国土地理院側は、沢辺契約課長、澤畠企画調整課長補佐、島田情報企画課長の３

名、地図協会側は 小島理事長、安藤業務執行理事、小竹監事の３名で、「正味の回復につ

いて」の審議が行われた。内容については、今後も継続審議として、意見交換会を開催す

ることで合意した。また、流通の実態を把握してもらうことを目的とし流通現場の体験を要望

し了承を得られた。 

 

Ⅱ 政府刊行地図等の販売に関する事業（その他事業）  

１．政府刊行地図等の販売 

地形図等及び数値地図の販売は、当協会会員を支援する主力事業であるため、厳しい状況

であるが、会員との連携を強化し、一層の販売拡大、販路の拡大に努める。 

また、学生・児童生徒の教育分野への利用拡大などを通じて紙地図の必要性を認識していた

だくため、関係機関に強く要請した。 

地形図等及び数値地図の販売状況｛（一財）日本地図センター販売分を含む｝ 

国土地理院刊行の地形図等及び数値地図の一年間（平成３１年４月１日～令和２年３月３０日

まで）の販売状況は、次のとおりである。 

 ①地形図等販売状況 

区      分 平成３０年度 平成３１年度（令元年度） 前年比 

1万分の 1地形図 ３，００３枚 １１，７３０枚 391% 

2万5千分の 1地形図 ３４５，２０９枚 ２５８，５００枚  75% 

5万分の 1地形図  ６６，０７６枚 ４６，５００枚 70% 

20万分の 1地勢図他 １２，５９２枚 １１，９５０枚 95% 

計    ４２６，８８０枚  ３２８，６８０枚 7８% 

 

②数値地図販売状況（ＣＤ－ＲＯＭ版・ＤＶＤ版） 

区   分 平成３０年度 平成３１年度 前年比 

２，５００ （空間データ基盤）ほか １０枚 １０枚 100% 

２５，０００ （地図画像） ７５枚 ８０枚 106% 

５０，０００ （地図画像） ８５枚 ７０枚 82% 

２００，０００ （地図画像） ２０枚 ２０枚 100% 

２５０ｍメッシュ（標高）ほか ４０枚 ３０枚 81% 
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国土基本情報（ＤＶＤ版） ７５０枚 ８４０枚 112% 

電子地形図２５０００（ＤＶＤ版） ９９０枚 １，２５０枚 126% 

計 １，９６０枚 ２，３００枚 117% 

２．見学会等の開催 

（１）「巡検の旅」の開催 １１月１０日（日） 

第６２回目を迎える「地図に親しむ巡検の旅」は、「埼玉・栃木・群馬三県境～くらしと水を訪ね

て～」をテーマに、地図コラムニストの遠藤氏と国土交通省利根川上流河川事務所の三橋所長

を講師に迎え、道の駅かぞわたらせ－カスリ－ン公園（カスリーン台風決壊地）見学－全国でも

珍しい「歩いて行ける三県境」見学－渡良瀬貯水地内の見学－茂林寺見学（昼食）－製粉ミュー

ジアム見学－道の駅どまんなかたぬま－羽生ＰＡまで、地形図を片手に一日楽しい旅となりま

した。参加者は２５名でした。 

 

３．その他この法人の目的を達成するために必要な事業（受託）今年度は、実績はありません。                     

          

４．執行理事会の開催 

〇定例会 

平成３１年 ４月 ９日 目黒区日本地図センター 報告事項、審議事項 執行理事、 

            ２名、関係理事及び監事２名         計４名 

令和元年 ５月１４日 目黒区日本地図センター 報告事項、審議事項 執行理事 

            １名、関係理事及び監事２名         計４名 

令和元年 ６月１１日 目黒区日本地図センター 報告事項、審議事項 執行理事 

            １名、                        計２名 

令和元年 ７月 ９日 目黒区日本地図センター 報告事項、審議事項 執行理事 

            １名、関係理事及び監事３名、        計５名 

令和元年 ８月 ６日 目黒区日本地図センター 報告事項、審議事項 執行理事 

            １名、関係理事及び監事２名         計４名 

令和元年 ９月１０日 目黒区日本地図センター 報告事項、審議事項 執行理事 

            １名、関係理事及び監事４名         計６名 

令和元年 １０月 ８日 目黒区日本地図センター 報告事項、審議事項 執行理事 

            １名、関係理事及び監事５名         計７名（拡大会議） 

令和元年 １２月１０日 目黒区日本地図センター 報告事項、審議事項 執行理事 

            １名関係理事１名、               計２名 

令和２年  １月  ８日 目黒区日本地図センター 報告事項、審議事項 執行理事 

            １名、                        計２名 

 令和２年  ２月 １２日 目黒区日本地図センター 報告事項、審議事項 執行理事 

            １名                         計２名 

〇秋季第１４回理事会 

令和元年 １１月２０日 目黒区日本地図センター 報告事項、審議事項 執行理事、執行理事 

及び監事 



 

7 

 

            ２名、関係理事及び監事５名         計７名 

    この理事会は、定款２９条の過半数に満たなかったため、後日、郵送にて書面表決して 

    賛成多数で承認された。 

 

 〇臨時執行理事会 

令和２年  ３月２４日 目黒区日本地図センター審議事項 執行理事、関係理事及び監事 

            １名、 関係理事及び監事４名        計５名 

 

 

 

  

                                                      以上                                                   


